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列
車
や
路
線
バ
ス
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

や
学
生
な
ど
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
近
年
、
地
方
都
市
に
お

け
る
公
共
交
通
は
、
自
動
車
交
通
の
普
及
に
伴
う
利
用
者
数
の
減
少
等
に
よ
り

バ
ス
路
線
の
減
便
や
廃
止
等
が
進
み
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
地
域
や
家
族
で
利
用
す

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

公
共
交
通
の
利
用
に
は
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

●
環
境
に
や
さ
し
い

　

現
代
は
多
く
の
か
た
が
環
境
問
題
に
対

し
、
様
々
な
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特

に
震
災
後
は
、
節
電
や
エ
コ
に
そ
の
関
心

の
高
さ
が
表
れ
て
お
り
ま
す
。

　

自
動
車
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
比

べ
、
バ
ス
は
３
分
の
１
以
下
、
鉄
道
は
９

分
の
１
の
排
出
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
に

自
動
車
を
エ
コ
カ
ー
に
変
え
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
す
が
、
列
車
や
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
身

近
に
で
き
て
地
球
の
温
暖
化
対
策
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
方
法
の
一
つ
で
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
が
通
勤
に
列
車

や
バ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
帰
り
に

「
ち
ょ
っ
と
一
杯
」な
ん
て
こ
と
も
気
軽
に

で
き
ま
す
。

●
体
に
や
さ
し
い

　

ク
ル
マ
を
利
用
す
る
場
合
、
玄
関
か
ら

駐
車
場
ま
で
の
移
動
と
い
う
こ
と
が
多
く

な
り
、
あ
ま
り
歩
く
こ
と
が
な
く
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
と
き
は
、
駅
か
ら
自
宅
や
目
的
地
に

歩
い
た
り
、
乗
り
換
え
で
歩
い
た
り
と
歩

く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

１
時
間
ク
ル
マ
で
移
動
（
１
０
２
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
）
す
る
の
と
、
電
車
・
バ
ス
を

使
う
（
２
２
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
の
と
で

は
、
２
倍
以
上
も
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
が
違

い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省『
第
６
次
改
訂
日

本
人
の
栄
養
所
要
量
』
よ
り
）

　

健
康
の
た
め
に
も
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
財
布
に
や
さ
し
い

　

ク
ル
マ
に
は
、
保
険
、
税
金
、
駐
車
場

が
必
ず
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
０
０　

の
ク
ル
マ
を

cc

持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
１
日 
１
７
０
０
円

（
※
内
訳
Ａ
）、
さ
ら
に
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、

高
速
道
路
代
な
ど
を
含
め
る
と
、
一
生
懸

命
倹
約
し
て
乗
っ
て
も
、
１
日 
２
０
０
０

円
（
※
内
訳
Ｂ
）
か
か
り
ま
す
。

　

列
車
・
バ
ス
は
乗
っ
た
だ
け
の
費
用
し

か
か
か
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
は
、

格
段
に
安
上
が
り
で
す
。

●「
安
心
・
安
全
」人
に
や
さ
し
い

　

茨
城
県
内
の
交
通
事
故
件
数
は
年
間　
１０

万
件
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
れ

ば
、
車
の
交
通
量
が
減
り
、
交
通
事
故
の

減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
移
動
す
る

場
合
は
、
寝
不
足
や
体
調
不
良
、
お
酒
を

飲
ん
だ
と
き
で
も
、
安
心
し
て
移
動
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
本
や
新
聞
を

読
ん
だ
り
、
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
な

ど
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。

精
神
的
に
も
ゆ
と
り
の
あ
る
時
間
を
過
ご

せ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
移
動
の
際
の
安
全
・
安

心
の
こ
と
を
考
え
て
、
電
車
・
バ
ス
を

使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

政
策
企
画
課

公
共
交
通
対
策
室

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
３
６
）

問い合わせ

※
内
訳
Ａ：
車
両（
２
０
０
万
／
７
年
間
）＋
税
金

（
年
７
万
）＋
車
検（
年
５
万
）＋
駐
車
場（
年　
１２

万
）＋
保
険（
年　

万
）＝
年　

万

１０

６２

※
内
訳
Ｂ：

（
内
訳
Ａ
）＋
ガ
ソ
リ
ン
な
ど（
年　
１３

万
）＝
年　

万（
単
位：
円
）

７５

【
い
ば
ら
き
の
公
共
交
通
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
】

平成２２年度　国土交通省資料

（ｇ／人・㎞）

１人を１㎞運ぶのに排出される二酸化炭素（CO２）量

茨城県交通白書（平成２１年版）より



広報なか９月号３

●
路
線
バ
ス「
水
戸
〜
太
田
線
」が
お
得
で
便
利
に

　

平
成　

年
度
か
ら
路
線
バ
ス
「
水
戸
〜
太
田
線
」
が
お
得
で
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

２４

上
菅
谷
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
乗
り
入
れ
ら
れ
、
水
郡
線
と
の
乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

料
金
に
つ
い
て
は
全
区
間
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
最
高
５
０
０
円
と
値
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

那
珂
市
内
か
ら
水
戸
市
方
面
は
最
高
で
も
４
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
乗
継
で
常
陸
太
田
行
が

な
い
時
間
帯
、
上
菅
谷
駅
か
ら
常
陸
太
田

市
内
の
高
校
へ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
ま
す

ま
す
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

●
上
菅
谷
駅
か
ら
常
陸
太
田
市
内
の

高
校
前
ま
で
、
ま
す
ま
す
便
利
に

　今秋、水郡線に１４年ぶりにＳＬが走ります。
　茨城県、沿線６市町（那珂市・水戸市・ひたちなか市・常陸太田市・
常陸大宮市・大子町）、グリーンふるさと振興機構、ＪＲ等からなる「茨
城県水郡線利用促進会議」が、水郡線の活性化とイメージアップのため
に企画運営するものです。
◆ＳＬ運行日　１１月３０日（金）・１２月１日（土）・２日（日）の３日間
◆乗車券案内　ＪＲ東日本のみどりの窓口、びゅうプラザなどで

宿泊券付き乗車券を発売
詳細は、ＨＰ「水郡線の旅」�����������	
��

	�
����写真：真岡鐵道提供

��������	
		�		�		
	
����� ����

����������	
��
��
���
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茨
城
県
で
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お

子
様
や
ひ
と
り
親
の
か
た
、
妊
産
婦
の
か

た
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た
を
対
象

に
、
健
康
保
険
適
用
分
の
医
療
費
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
マ
ル
福
制
度
）

　

さ
ら
に
、
市
独
自
の
制
度
と
し
て
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
様

を
対
象
に
同
様
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
状
況
に
よ
り
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
マ
ル
福
制
度
の
区
分
・
対
象
者

◆
小
児
マ
ル
福

　

出
生
日
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お

子
様
（
９
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月　

日
３１

ま
で
）

◆
児
童
マ
ル
福

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
お

子
様
マ
ル
福
（　

歳
到
達
後
の
最
初
の
３

１２

月　

日
ま
で
）

３１
◆
生
徒
マ
ル
福

　

中
学
生
ま
で
の
お
子
様
（　

歳
到
達
後

１５

の
最
初
の
３
月　

日
ま
で
）

３１

※
入
院
の
み
の
助
成
と
な
り
ま
す

◆
ひ
と
り
親
マ
ル
福

　

配
偶
者
の
な
い
か
た
で　

歳
未
満
の
お

１８

子
様
を
現
に
監
護
し
て
い
る
か
た
お
よ
び

そ
の
お
子
様

◆
妊
産
婦
マ
ル
福

　

妊
娠
の
届
出
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
出

産
を
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
の
か
た

◆
重
度
心
身
障
害
者
マ
ル
福

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
ま
た

は
３
級
の
内
部
機
能
障
害
）

・
療
育
手
帳
（�
ま
た
は
Ａ
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療
育
手

帳
Ｂ

・
障
害
年
金
（
１
級
）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
１
級
）

※
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

●
手
続
き

　

対
象
の
か
た
は
、
次
の
必
要
書
類
を
持

参
し
て
子
ど
も
課
ま
た
は
社
会
福
祉
課
で

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
生
徒
マ
ル
福
以
外

○
印
か
ん
（
認
印
で
可
）

○
対
象
者
の
健
康
保
険
証

○
母
子
手
帳
、
妊
娠
届
出
書
の
写
し
（
妊

産
婦
の
み
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害

年
金
証
書
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

な
ど
該
当
す
る
も
の
の
手
帳
ま
た
は
証

書
（
重
度
心
身
障
害
者
の
み
）

※
転
入
等
の
関
係
で
所
得
が
わ
か
ら
な
い

場
合
な
ど
他
に
書
類
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

◆
生
徒
マ
ル
福

　

生
徒
マ
ル
福
は
、
入
院
の
み
の
助
成
と

な
り
ま
す
。
お
子
様
が
退
院
し
た
後
、
次

の
必
要
書
類
を
持
参
し
て
こ
ど
も
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

所
得
審
査
の
結
果
、
制
度
に
該
当
す
る

場
合
は
、
後
日
、
口
座
振
込
で
マ
ル
福
分

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

①
お
子
様
が
入
院
し
た
際
の
領
収
証

②
印
か
ん
（
認
印
で
可
）

③
お
子
様
の
健
康
保
険
証

④
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

は
、
支
給
額
が
分
か
る
書
類

●
使
用
方
法
お
よ
び
自
己
負
担
額

◆
県
内
の
病
院
等
で
診
療
を
受
け
た
場
合

　

健
康
保
険
証
と
併
せ
て
受
給
者
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
受
給
者
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
金
額
は
次
の

自
己
負
担
額
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
検
診
等
の
健
康
保
険
適

用
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

◆
自
己
負
担
額

【
外
来
の
場
合
】

　

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
６
０
０
円 

（
月
２
回
ま
で
）、
３
回
目
か
ら
は
無
料   

【
入
院
の
場
合
】

　

自
己
負
担
は
１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日

３
０
０
円
（
月
３
０
０
０
円
が
限
度
）

※
食
事
代
・
部
屋
代
な
ど
保
険
適
用
外
の

分
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

※
調
剤
薬
局
で
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
（
た
だ
し
、
健
康
保
険
適
用
外
の
費

用
は
除
き
ま
す
）



広報なか９月号５

小児・児童・生徒・妊産婦マル福の所得制限額

ひとり親マル福の所得制限額

重度心身障害者マル福の所得制限額

うち、老人控除対象配偶者または扶養親族数扶養人数と
給与所得控除後の額 ３人２人１人

―――３，９３０千円０人

――４，２９０千円４，２３０千円１人

―４，６５０千円４，５９０千円４，５３０千円２人

５，０１０千円４，９５０千円４，８９０千円４，８３０千円３人

扶養人数１人追加ごとに３０万円加算４人以上

　父もしくは母（妊産婦の場合は
本人と配偶者）の前年（出生月が
１月～６月の場合は前々年）の所
得額が左記の所得制限額を超える
場合は、受給できません。また、
お子様の生計維持者が父または母
以外の場合は、所得制限額は
１，０００万円になります。

うち、老人控除対象配偶者または特定扶養親族数扶養人数と
給与所得控除後の額 ３人２人１人

―――３，０１６千円０人

――３，４９６千円３，３９６千円１人

―３，９７６千円３，８７６千円３，７７６千円２人

４，４５６千円４，３５６千円４，２５６千円４，１５６千円３人

扶養人数１人追加ごとに３８万円加算４人以上

　母子もしくは父子の前年（申請
月が１月～６月までの場合は前々
年）の所得額が左記の所得制限額
を超える場合は、受給できませ
ん。また、対象者の生計維持者が
母または父以外の場合は、所得制
限額は１，０００万円になります。
　なお、毎年７月１日から判定年
度が変わります。

配偶者・扶養義務者本人扶養人数

６，２８７千円５，１２９千円０人

６，５３６千円５，５０９千円１人

６，７４９千円５，８８９千円２人

６，９６２千円６，２６９千円３人

扶養人数１人追加ごとに
２１．３万円加算

扶養人数１人追加ごとに
３８万円加算４人以上

　対象者や配偶者、対象者
の扶養義務者の前年（申請
月が１月～６月までの場合
は前々年）の所得額が左記
の所得制限額を超える場合
は、受給できません。
　なお、毎年７月１日から
判定年度が変わります。

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

◆
重
度
心
身
障
害
者
マ
ル
福
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

（
内
線
１
２
６
〜
１
２
８
）

問い合わせ

難病患者のかたに福祉手当を支給（毎年1 0 月に手続を）
対象となるかた：１０月１日時点で那珂市に住民登録をしているかたで、保健所から「一般特定疾患医療受給

者証」が交付されているかた
手　　当　　額：年額２万円
申 請 期 間：１０月１日（月）から３１日（水）まで
申 請 方 法：所定の様式に記入・押印のうえ、受給者証（コピー可）、振込先（本人名義）が確認できる

もの
※詳しくはお問い合わせください
問 い 合 わ せ　社会福祉課障がい者支援グループ　�２９８－１１１１（内線１２６～１２８）



６

�
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
�

防 

災

■
防
災
に
関
す
る
こ
と

防
災
課
防
災
・
防
犯
・
交
通
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

■
農
作
物
の
放
射
能
測
定
に
関
す
る
こ
と

農
政
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
３
５
・
２
３
６
）

問い合わせ

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
た
め
に

■
地
震
が
発
生
し
た
ら

【
屋
内
で
は
】

◆
ま
ず
第
一
に
、
身
の
安
全
を
確
保
し

ま
し
ょ
う

◆
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

◆
玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
脱
出
口
を

確
保
し
ま
し
ょ
う

◆
ガ
ス
の
元
栓
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火

の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
（
立
っ
て
い

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
地
震
の
場
合
は
、

身
の
安
全
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
）

【
屋
外
で
は
】

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
は
倒
壊
す
る
危
険

が
あ
る
の
で
、
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

◆
大
き
な
看
板
や
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

◆
高
い
建
物
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う

■
台
風
や
大
雨
の
と
き
は

◆
で
き
る
だ
け
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

◆
河
川
や
用
水
路
・
た
め
池
な
ど
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◆
土
砂
崩
れ
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

■
日
常
で
き
る
対
策
は

◆
防
災
グ
ッ
ズ（
水
・
非
常
食
・
ラ
ジ
オ

な
ど
）を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

◆
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
策
を
行
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

◆
日
頃
か
ら
家
族
な
ど
と
災
害
時
の
連

絡
の
取
り
方
、
集
合
場
所
な
ど
を
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

那
珂
市
の
災
害
対
策

■
非
常
用
飲
料
水
・
食
糧
等
の
備
蓄

　

市
役
所
、
中
央
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
市
内
の
主
要
な
避

難
施
設
に
、
飲
料
水
や
食
糧
、
毛
布
、
発

電
機
と
い
っ
た
、
災
害
発
生
時
に
必
要
と

な
る
物
資
・
資
機
材
の
備
蓄
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
地
域
の
皆
さ

ん
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
防
災
活
動
を

効
果
的
・
組
織
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
自
主
的
な
組
織
」
の
こ
と
で
す
。
市

で
は
、
組
織
の
結
成
や
資
機
材
等
の
整
備

補
助
制
度
を
設
け
て
、
自
治
会
を
単
位
と

し
た
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線
の
整
備

　

市
内
の
全
世
帯
や
事
業
所
な
ど
に
戸
別

受
信
機
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
る
ほ

か
、
市
内
１
０
９
か
所
に
屋
外
子
局
（
放

送
用
ス
ピ
ー
カ
ー
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
の
重
要

な
情
報
伝
達
手
段
で
す
。
特
に
、
戸
別
受

信
機
は
、
日
頃
か
ら
動
作
の
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
機
器
に
不
具
合
が
あ
る

場
合
は
、
修
理
・
交
換
を
し
ま
す
の
で
、

防
災
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信

　

災
害
時
の
緊
急
情
報
を
い
ち
早
く
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
市
か
ら
の
緊
急
情
報

を
市
内
に
滞
在
す
る
携
帯
電
話
を
所
有
す

る
か
た
に
、
一
斉
に
配
信
し
ま
す
。

■
非
常
用
水
の
確
保

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
上
水
道
施
設
の

損
壊
に
よ
り
、
生
活
用
水
の
確
保
が
困
難

に
な
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
拠
点
施
設
に

防
災
井
戸
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
浄
水
場
や
配
水
場
か
ら
直
接
取
水

で
き
る
設
備
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
震
災
時
に
井
戸
水
の
提
供

に
つ
い
て
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
家
を
、

「
災
害
時
協
力
井
戸
の
家
」
と
し
て
、
市
内

に　

件
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５５

　
「
災
害
時
協
力
井
戸
の
家
」の
登
録
状
況

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
放
射
線
測
定
器
の
貸
出

　

空
気
中
の
放
射
線
量
を
測
る
機
器
の
貸

出
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
防
災
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
農
作
物
の
放
射
能
測
定

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
な
ど
に
含
ま

れ
る
放
射
能
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

測
定
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
農
政
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 ■災害時協力井戸の家看板
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風
疹
の
流
行
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

風
疹
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
風

疹
患
者
数
は
７
月
末
ま
で
で
全
国
で
９
１

７
人
と
な
り
、
平
成　

年
以
降
過
去
最
多

２０

で
す
。
特
に　

代
か
ら　

代
の
働
き
盛
り

２０

４０

の
男
性
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

【
①
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
】

○
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
）
１
期

　

１
歳
〜
２
歳
未
満
（
２
歳
の
誕
生
日
の

２
日
前
ま
で
）

○
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
）
２
期

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
（
平
成　
１８

年
度
生
ま
れ
）

○
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
）
３
期

　

中
学
１
年
生
（
平
成　

年
度
生
ま
れ
）

１１

○
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
）
４
期

　

高
校
３
年
生
（
平
成
６
年
度
生
ま
れ
）

※
Ｍ
Ｒ
２
・
３
・
４
期
の
対
象
者
の
接
種

期
間
は
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
で
す

２５

３１

　
　
　
　
　
　
（
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染

症
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

�
　

風
疹
は
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

�
　

風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
る
急
性

の
発
疹
性
感
染
症
で
す
。
潜
伏
期
間
は
２
〜

３
週
間
で
、
主
な
症
状
は
発
疹
、
発
熱
、
リ

ン
パ
節
の
腫
れ
で
す
。
感
染
し
て
も
明
ら
か

な
症
状
が
で
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
免
疫
が
で

き
て
し
ま
う
人
が　

〜　

％
程
度
い
ま
す
。

１５

３０

一
度
か
か
る
と
大
部
分
の
人
は
生
涯
風
疹
に

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
疹
ウ
イ
ル

ス
は
患
者
さ
ん
の
唾
液
の
し
ぶ
き
な
ど
に

よ
っ
て
ほ
か
の
人
に
う
つ
り
ま
す
。
発
疹
の

で
る
２
〜
３
日
前
か
ら
発
疹
が
で
た
あ
と
の

５
日
く
ら
い
ま
で
の
患
者
さ
ん
は
感
染
力
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
　

風
疹
の
定
期
予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
な

の
で
す
か
？

�
　

妊
婦
、
と
く
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風

疹
に
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
疹
症
候
群（
難
聴
、

心
疾
患
、
白
内
障
な
ど
）
に
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
予
防
す
る
た
め
で

す
。
風
疹
の
自
然
感
染
に
よ
る
合
併
症
の
予

防
に
も
な
り
、
大
人
が
感
染
し
て
重
症
に
な

る
こ
と
も
予
防
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の

人
が
予
防
接
種
を
う
け
る
と
、
個
人
が
風
疹

か
ら
守
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
に

風
疹
を
う
つ
す
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
社
会

全
体
が
風
疹
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

�
　

成
人
女
性
が
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る

場
合
に
注
意
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

�
　

妊
娠
出
産
年
齢
の
女
性
に
風
疹
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
場
合
に
は
、
妊
娠
し
て
い
な

い
時
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
、
そ
の
後

２
か
月
間
の
避
妊
が
必
要
で
す
。
風
疹
ワ
ク

チ
ン
は
、
大
変
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
で
、
妊
娠

中
に
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
た
め
胎

児
に
障
が
い
が
で
た
と
い
う
報
告
は
こ
れ
ま

で
世
界
的
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
可
能

性
は
理
論
的
に
ま
っ
た
く
否
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

�
　

成
人
男
性
が
予
防
接
種
を
う
け
る
必
要

は
あ
り
ま
す
か
？

�
　

平
成　

年
度
の
感
染
症
流
行
予
測
調
査

２３

に
よ
る
と
、　

代
か
ら　

代
前
半
の
男
性
の

３０

５０

５
人
に
１
人
、　

代
の
男
性
の　

人
に
１
人

２０

１０

は
風
疹
の
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
人
が
風
疹
に
か
か
る
と
、
発
熱
や
発

疹
の
期
間
が
子
ど
も
に
比
べ
て
長
く
、
関
節

痛
が
ひ
ど
い
こ
と
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
脳
炎
、
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
溶
血

性
貧
血
な
ど
の
合
併
症
を
お
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
妊
娠
中
の
女
性
が
近
く
に
い
た
場

合
は
、
風
疹
を
う
つ
し
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
が

先
天
性
風
疹
症
候
群
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
風
疹
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
場
合
は
、
可
能
な
限
り

予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者（
①
を
参
照
）

で
、
ま
だ
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
場

合
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
特
に

妊
婦
さ
ん
へ
の
感
染
を
守
る
観
点
か
ら
、

国
で
は
②
に
該
当
す
る
か
た
に
対
し
、
任

意
で
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
な
お
、
定
期
予
防
接
種
対

象
者
以
外
は
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は
あ

り
ま
せ
ん
。
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
②
予
防
接
種
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
対

象
者
（
任
意
予
防
接
種
）】

Ⅰ
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
お
よ
び
そ
の
他
の

同
居
家
族

Ⅱ　

代
後
半
か
ら　

代
の
女
性
（
特
に
妊

１０

４０

娠
希
望
者
ま
た
は
妊
娠
す
る
可
能
性
の

高
い
か
た
）

Ⅲ
産
後
間
も
な
い
女
性

※
Ⅰ
〜
Ⅲ
の
対
象
者
で
明
ら
か
に
風
疹
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
抗
体
が

陽
性
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
か
た
は
除

き
ま
す 総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

�
２
７
０
・
８
０
７
１

問い
合わせ

�
�
�
�
�

風疹患者数
（国立感染研究所調べ）

（単位：人）
1000

900

800

700

600
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400

300

200

100

平成20年
（１～12月）

292人

147人
87人

371人

917人

うち男性703人
（全体の約80％）

平成21年
（１～12月）

平成22年
（１～12月）

平成23年
（１～12月）

平成24年
（１～７月末）



８

野焼きは法律で禁止されています！

　ごみの野焼き（野外焼却）についての苦情が多く寄せられています。ごみを燃やすと、悪臭や煙に
よる近隣住民とのトラブルだけでなく、ダイオキシン類などの有害物質を発生させ、人の健康への
影響が心配されています。

�������	
��
�����	�

地面での屋外焼却 ドラム缶による屋外焼却

●ご家庭の草や剪定枝などの処理は？

①那珂市指定袋に入れ、可燃ごみ収集の日に出してください。指定袋が破けてしまうような場合は、処分できる
基準の大きさに整えてください。基準は、太さ５センチの枝木を長さ５０センチ以内に揃え、直径３０センチ程度
の束にし、その束に指定袋を巻きつけて出してください。一回に出す量は３束までです。
②大きさは基準内でも多量で燃えるゴミの日に出すことが困難なときは、環境センターに直接搬入してください。
（有料）
③基準よりも太く大きく、環境センターでの受け入れが不可のときは、専門の処理業者へ依頼してください。（有料）

◆野焼き禁止の例外

　ご自身の安全を確保することを第一に、野焼きの場所や状況について次までお知らせください。 
○環境課　�２９８－１１１１（平日　午前８時３０分～午後５時１５分）
○消防本部　�２９５－２１１１（平日　午後５時１５分～翌午前８時３０分、土・日曜日、祝日、年末年始は終日）
○茨城県不法投棄１１０番　�０１２０－５３６－３８０（平日の昼間）

◆野焼き禁止の例外

①国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
　→河川管理者が行う伐採した草木の焼却など
②震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却
　→凍霜害防止のための稲わらの焼却など。ただし、廃タイヤの焼却は禁止
③風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　→「どんど焼き」などの地域の行事における「しめなわ」や門松の焼却など
④農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
　→農業者が行う稲わらの焼却、林業者が行う伐採した枝条の焼却など
⑤たき火、その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
　→たき火、キャンプファイヤーなどを行う際のくず等の焼却など
※例外であっても、周辺の住民生活に支障を与えたり、苦情があった場合は指導の対象となります 

環境課環境グループ
�２９８‐１１１１（内線４４７～４４９）

問い合わせ



広報なか９月号９

那珂市の日那珂市の日
水戸ホーリーホックホームゲーム 

那珂市の日
　

８
月
５
日
、
２
０
１
２
Ｊ
リ
ー
グ
・

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
２　

第　

節　

水
戸
ホ
ー

２７

リ
ー
ホ
ッ
ク
対
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
戦

が
、「
那
珂
市
の
日
」
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
座
試
合
で
は
那
珂
一
中
と
那
珂
二
中

が
対
戦
し
、
両
チ
ー
ム
と
も
気
迫
の
こ

も
っ
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

試
合
前
に
は
、
海
野
市
長
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
選
手
の
皆

さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
に
は
ス
タ
ン
ド
へ
ボ
ー
ル
の
投
げ

込
み
を
行
い
、
ボ
ー
ル
を
受
け
取
ら
れ
た

１
０
０
人
の
か
た
に
は
、
那
珂
市
産
の
野

菜
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
試
合
は
、
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
が

試
合
終
了
間
際
に
山
村
選
手
の
ゴ
ー
ル
で

追
い
つ
き
、
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
か
た
が
た
も
、
プ
ロ
の
選
手
の

華
麗
な
プ

レ
ー
を
存
分

に
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

↑選手と一緒に記念撮影を行うサッ
カー少年団の子どもたち。

↑↓熱い闘いの前座試合
　　（那珂一中 vs 那珂二中）

　

那
珂
市
は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
に
加
盟

し
、
同
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

（
那
珂
総
合
公
園
内
）

�
２
９
７
・
０
０
７
７

問い
合わせ ２０１２Ｊリーグ ディビジョン２　第２７節

２０１２年８月５日（日） 　１８：０４キックオフ
ケーズデンキスタジアム水戸
【入場者数】４，２１３人
【天候】晴　気温２８．５℃　湿度７８％

２ ２１ 前半 １
１ 後半 １ モンテディオ山形

　小澤司　６分
山村佑樹　９０＋１分

得点者 ４５分，７５分　永田亮太

������
　那珂市立図書館では１０月２７日、２８日の二日間に、図書館ま
つりを開催します。
　２７日には小宮悦子氏の講演会、２８日にはおはなし会、朗読
会、コンサートを開催します。皆様ぜひお越しください。

◆講演会
　日　　　　時：１０月２７日（土）　午後１時３０分開演
　講　　　　師：小宮悦子氏（フリーアナウンサー）
　入場券（無料）：１０月２１日（日）　午前９時３０分から図書館で

配布します。（１人１枚まで・定員１００人）

◆ボランティアによるおはなし会、朗読会
　日時：おはなし会
　　　　１０月２８日（日）　午前１０時３０分開演
　　　　朗読会
　　　　１０月２８日（日）　午後１時３０分開演

◆コンサート
　日時：１０月２８日（日）　午後３時開演
　内容：ギターとフルートのコンサート
　出演：村上守氏（ギター）、村上真理子氏（フルート）

※会場はいずれも図書館２階多目的室

1 0 月2 7 日・2 8 日

�������	
������������

　埼玉県出身。昭和５６年テレビ朝日に入
社。報道番組「ニュースステーション」の
初代サブキャスター。平成３年に退社し、
その後はフリーアナウンサーとして「スー
パーＪチャンネル」や「サンデーフロント
ライン」に出演。
　主な著書には「おしゃべりな時間対談
集」・「小宮悦子のおしゃべりな時間対談
集」などがあり、他にも外国の絵本の翻訳
なども行っている。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

小 
宮 
悦 
子



１０

警察・電力・ガス会社等

１１９番通報

出動指令
災害
現場
へ出
動

関係機関へ連絡現場へ

　

歯
周
病
の
悪
玉
菌
は
、
嫌
気
性
菌
と
い

わ
れ
、
毒
性
を
示
す
物
質
を
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
に
排
出
し
、
組
織
を
破
壊
し
ま
す
。
ま

た
最
近
の
研
究
で
は
、
全
身
の
病
気
と
関

連
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

内
の
粘
膜
組
織
が
炎
症
で
破
壊
さ
れ
、
小

さ
な
潰
瘍
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
ま
す
。
こ

の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
傷
（
潰
瘍
）
か
ら
細

菌
や
毒
素
が
歯
肉
の
血
管
に
入
っ
て
、
血

液
に
よ
っ
て
体
の
隅
々
に
運
ば
れ
、
色
々

な
悪
影
響
を
身
体
に
与
え
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

口
臭
程
度
の
歯
周
病
で
は
、
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
内
の
潰
瘍
の
総
面
積
は
、
手
の
ひ

ら
の
大
き
さ
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
大
き
さ
の
潰
瘍
が
体
の

表
面
に
あ
っ
た
ら
、
医
科
の
分
野
で
は
一

大
事
で
す
。

　

歯
周
病
菌
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
病
気
を

あ
げ
て
み
る
と
、

①
糖
尿
病

　
（
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
働
き
を
邪
魔
す
る
）

②
心
筋
梗
塞
（
血
管
が
硬
く
狭
く
な
る
）

③
早
産
・
低
体
重
児
出
産

　
（
子
宮
の
収
縮
促
進
）

④
誤
嚥
性
肺
炎

　
（
口
腔
内
細
菌
が
気
管
か
ら
肺
に
入
る
）

以
上
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

急
に
歯
周
病
が
悪
化
し
た
患
者
に
内
科

検
診
を
お
願
い
す
る
と
血
糖
値
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
九
州
大
学
に
お
け

る
調
査
で
も
、
歯
周
病
の
人
が
境
界
型
糖

尿
病
に
な
る
率
は
正
常
な
人
の
３
倍
で
あ

る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。「
歯
周
病

菌
連
鎖
を
口
腔
内
で
食
い
止
め
ろ
」
と
い

う
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
は
大
げ
さ
で
は
な
い
の

で
す
。

　

つ
ま
り
、
糖
尿
病
を
改
善
す
る
に
は
歯

周
病
を
治
療
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
進
行
し
た
歯
周
病
を
治
療
す

る
に
は
大
変
な
時
間
と
労
力
を
必
要
と
し

ま
す
。
や
は
り
予
防
が
必
要
で
す
。
そ
れ

に
は
、
歯
科
衛
生
士
に
嫌
気
性
菌
の
塊
で

あ
る
歯
石
を
取
っ
て
も
ら
う
予
防
歯
科

（
リ
コ
ー
ル
）が
一
番
大
切
な
こ
と
な
の
で

す
。

���� �����

生天目歯科医院
生天目実　先生

�������� ��������

��������	
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�������������������

○傷病者の容態・程度等の情報または、被害者の連絡先等の問い合わせには一切お答えできません。
○那珂市内から携帯電話で１１９番通報をしても、隣接の消防本部（水戸市消防本部等）に繋がってしまう場合がありますが、
転送され那珂市消防本部に繋がります。少々お時間がかかりますがご安心ください。

○火災等の問い合わせはテレホンサービス�２９５－８０９０をご利用ください。

消防本部�２９５‐２１１１問い合わせ

��������	
��
��



広報なか９月号１１
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

○小中学校、幼稚園 ○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

８月８日０．０９１本米崎小学校

学校教育課

８月６日０．０８６横堀小学校

８月９日０．０８１額田小学校

８月６日０．１００菅谷小学校

８月７日０．０８９菅谷東小学校

８月７日０．１０３菅谷西小学校

８月８日０．０９６五台小学校

８月７日０．１０４戸多小学校

８月６日０．１０７芳野小学校

８月７日０．０９３木崎小学校

８月７日０．１１１瓜連小学校

８月７日０．０８５横堀幼稚園

８月７日０．０８１額田幼稚園

８月７日０．０８６菅谷幼稚園

８月７日０．１０６菅谷西幼稚園

８月７日０．１０９五台幼稚園

８月７日０．０９０芳野幼稚園

８月６日０．０７５那珂第一中学校

８月７日０．０９５那珂第二中学校

８月７日０．０９５那珂第三中学校

８月８日０．０６８那珂第四中学校

８月６日０．０９４瓜連中学校

８月７日０．０９０茨城学園

８月９日０．０５７ナザレ幼稚園

８月９日０．１０８さいせい幼稚園

８月７日０．０８０大成学園幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

８月２日０．０９０保健センター（ひだまり）保健センター

８月７日０．０９５中央公民館

生涯学習課

８月４日０．０９４図書館

８月７日０．１１２那珂総合公園

８月７日０．１１６歴史民俗資料館

８月７日０．１１５ふれあいの杜公園

８月８日０．０９８ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
８月８日０．１１３ふれあいセンターごだい

８月８日０．０９５ふれあいセンターよしの

８月８日０．０９１総合センターらぽーる

８月９日０．１１７那珂聖苑那珂聖苑

８月６日０．１２７中谷原公園
都市計画課

８月６日０．１０４宮の池公園

８月８日０．０９４一の関ため池親水公園
商工観光課

８月８日０．１０９静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

８月１３日０．０９８菅谷保育所

こども課

８月１３日０．０８５額田保育所

８月１３日０．１０７芳野学童保育所

８月１３日０．０８７かしま台保育園

８月１３日０．０９６瓜連保育園

８月１４日０．１０６ゆたか保育園

８月１５日０．０９２ごだい保育園

８月１３日０．０８９子育て支援センター

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
保健センター 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っております。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。
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那珂市消費生活センター です
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　悪質業者は、多くの高齢者が感じている「お金」「健康」「話し相手」「住
まい」などに関する不安につけ込んで近づき、言葉巧みに不安をあおって
大切な老後のお金を騙し取ります。
　高齢者の悪質商法被害をなくすためには、高齢者自身が気をつけること
はもちろんですが、家族や近所の人など周囲の人が見守ることも大切です。
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那珂市消費生活センター
�２９８‐１１１１（内線１１８）問い合わせ

　未公開株・海外先物取引等、長引く不況や預貯金の低利息の影響で、あやしげな投資や投資話の罠に
はまってしまう被害が増加しています。「簡単に儲かる」「絶対に儲かる」投資などありません。儲け話
には手を出さないようにしましょう。
�������	

　お金に困っている様子が見られ、たずねても理由を話さず考え込んでいることがある。
�����

　ダイレクトメールや請求書等の郵便物も注意「どうしたんですか？」「これは何かしら？」など声掛け
をし、不審な点があれば、消費生活センター等に橋渡しを。

�����

　布団・着物・浄水器・住宅リフォームなど、手を変え品を変え次々と契約を持ちかけます。親切心を
装った販売員には注意しましょう！いらないものはきっぱり断りましょう。
�������	

　見知らぬ人がたびたび出入りしている。新しい商品がある。お金に困っている様子が見られる。
�����

　本人に被害者意識がなくても、周りの声掛けで被害に気づくこともある。
　・「本当に必要なものですか？」と本人に声かけを。
　・「どなたですか？」など、販売員に対して声かけを。
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　周りの見守りや声掛けによってわかる「自覚していない被害」「相談でき
ない被害」があります。地域の高齢者を意識して見守り、悪質商法の被害
から守りましょう。



広報なか９月号１３

　

道
路
里
親
制
度
に
よ
り
、
県
道

日
立
笠
間
線
の
、
国
道
１
１
８
号

線
と
の
交
差
部
か
ら
静
峰
ふ
る
さ

と
公
園
入
口
ま
で
の
約
２
・
２
㎞

の
環
境
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

ロ
ク
イ
チ
会
が
、
そ
の
功
績
を
認

め
ら
れ
て
茨
城
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
、
８
月　

日
に
常
陸
大
宮
土

１０

木
事
務
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　

人
の
会
員
で
地
域
の
道

３６

路
の
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ロ

ク
イ
チ
会
。
こ
の
表
彰
を
受
け
る

の
は
、
県
内
で
今
年
度
４
団
体
目

と
な
り
ま
す
。

ロ
ク
イ
チ
会
に
県
知
事
表
彰

緊
急
カ
�
ド
を
作
成
し
ま
し
た

　

額
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
・
福
祉
環
境
部
会
、
額
田
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協
働
で
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
手
作

り
の
緊
急
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し

た
。
６
月
か
ら
民
生
委
員
が
対
象

者
を
訪
問
し
、
本
人
の
利
用
意
志

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

緊
急
カ
ー
ド
に
は
、
本
人
の
状

況
な
ど
を
記
載
し
、
冷
蔵
庫
に
保

管
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
緊
急

時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

那
珂
市
の
中
学
生
が
オ
�
ク
リ
ッ
ジ
市
を
訪
問

◆冷蔵庫にシールを貼る ◆ペットボトルは冷蔵庫に保管

　

８
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
中
学
生　

人
、
引
率
２
人
の
計　

１６

２６

１０

１２

人
が
、
国
際
親
善
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
と
お
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

現
地
に
到
着
す
る
と
中
学
生
た
ち
は
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
中
学
生
と

の
久
々
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
名
所
を
巡
っ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
な

ど
、
中
学
生
た
ち
は
異
な
る
文
化
の
中
で
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

� �����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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１４

　

８
月　

日
・　

日
、
横
手
市
・

１１

１２

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
と
し

て
、
友
好
都
市
で
あ
る
秋
田
県
横

手
市
か
ら
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
招
き
、
交

流
試
合
と
し
て
那
珂
市
内
の
少
年

団
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

横
手
市
か
ら
は
男
女
合
わ
せ
て

　

人
の
選
手
が
那
珂
市
を
訪
れ
、

２７那
珂
市
の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち

と
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
見

せ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お

互
い
に
交
友
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
�
ツ
を
と
お
し
て
交
流
を

平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て

　

８
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の
期

１０

間
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い

て
、
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
の
た
め
に
、
２
歳
で
被
爆

し
、　

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た

１２

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
一
生
を
と
お

し
て
原
爆
の
悲
劇
と
平
和
の
尊
さ

を
伝
え
る
「
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
」

の
パ
ネ
ル　

枚
を
、
広
島
平
和
記

２６

念
資
料
館
か
ら
お
借
り
し
て
、
展

示
し
ま
し
た
。

　

８
月　

日
〜　

日
、
那
珂
総
合

１８

２１

公
園
を
主
会
場
に
、「
の
び
の
び
牛

乳
杯
第　

回
茨
城
県
ち
び
っ
子
野

３２

球
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

決
勝
戦
に
は
海
野
市
長
も
観
戦

に
訪
れ
、
表
彰
式
で
は
選
手
の
健

闘
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。　

　

那
珂
市
か
ら
参
加
し
た
那
珂

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
１
回
戦
で
波

崎
ウ
イ
ン
グ
ス
（
神
栖
市
）
に
、

３
‐
６
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
熱
い
プ
レ
ー
で
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

少
年
野
球
県
内
一
を
競
う

審
判
�
�
�
�
試
合
を
達
成

　

那
珂
Ｆ
Ｃ
で
副
会
長
を
務
め
る

齋
藤
幸
夫
さ
ん
が
、
サ
ッ
カ
ー
審

判
通
算
１
０
０
０
試
合
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
）３
級
審
判
員
で
、

１
９
７
７
年
に
初
め
て
笛
を
吹
い

て
か
ら
、
指
導
者
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
指
導
を
す
る
傍
ら
、
審
判

と
し
て
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
月　

日
に

２３

行
わ
れ
た
試
合
で
、
つ
い
に
１
０

０
０
試
合
の
大
台
に
到
達
し
ま
し

た
。
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キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
と
お
し
て

各
子
ど
も
会
の
健
全
育
成
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

那
珂
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

が
主
催
す
る
「
第
８
回
那
珂
市

子
ど
も
会
親
睦
球
技
大
会
」
が

７
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
多

２１

目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ

い
で
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
の
数
々
に
、
大
き
な
歓
声

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
大
会
結
果　

優
勝　

下
宿
上

子
ど
も
会
／
準
優
勝　

仲
の
内

子
供
会
／
３
位　

古
徳
子
供
会

／
４
位　

木
崎
ブ
ル
ー

西
消
防
署
救
助
隊
が
全
国
第
�
位

　

８
月
７
日
、
第　

回
全
国
消
防

４１

救
助
技
術
大
会
が
東
京
都
江
東
区

で
開
催
さ
れ
、
那
珂
市
消
防
本
部

西
消
防
署
救
助
隊
が
、
水
上
の
部

溺
者
救
助
の
種
目
で
第
３
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

溺
者
救
助
と
は
３
人
１
組
で
行

い
、
１
人
が
要
救
助
者
と
な
り
、

救
助
者
と
補
助
者
の
２
人
が
協
力

し
て
浮
環
と
ロ
ー
プ
を
使
い
救
助

す
る
訓
練
で
す
。

　

救
助
隊
員
た
ち
は
、
日
常
の
勤

務
を
行
い
な
が
ら
、
厳
し
い
訓
練

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
那
珂
市
市
商
工
会

１８

東
支
部
額
田
青
年
部
主
催
の
「
額

田
夕
涼
み
会
」
が
額
田
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
気
の「
き
も
だ
め
し
」コ
ー

ナ
ー
は
、
終
始
長
蛇
の
列
が
で

き
、「
牛
乳
早
飲
み
大
会
」
で
は

笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
盛
況
の
一

日
で
し
た
。
額
田
地
区
の
「
和
」

が
、
感
じ
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
な
お
、
収
益
金
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
と
し
て
社
会
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

第
�
回
額
田
夕
涼
み
会

那
珂
地
区
生
徒
指
導
懇
談
会

　

７
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
那

２４

珂
地
区
生
徒
指
導
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
市
青
少
年
相
談
員
、
青
少

年
育
成
那
珂
市
民
会
議
環
境
部
会

委
員
お
よ
び
近
隣
高
校
の
教
師
な

ど　

人
余
り
が
出
席
し
ま
し
た
。

８０

　

主
催
者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
懇

談
に
入
り
、
薬
物
問
題
、
望
ま
し

い
生
活
習
慣
な
ど
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
発
表
者
か
ら
の
現
状
報
告

の
あ
と
、
出
席
者
に
よ
る
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
の
指

導
の
参
考
と
し
て
い
ま
し
た
。

第�回那珂市子ども会親睦球技大会

各地区の子どもたちが
熱戦を繰り広げました

■優勝の「下宿上子ども会」
　（菅谷小学区）

■準優勝の「仲の内子供会」
　（菅谷東小学区）



１６

� 人の動き �

那珂市の人口（８月１日現在）

　男　　　２７，５４１人 
　女　　　２８，４２６人 
　計　　　５５，９６７人 
世帯数　　２１，３０１世帯　

○出生　３０人
○死亡　５１人

（７月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９６４人

　（平成２４年７月末現在・

 前月比３人増）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億３８万円

　（平成２４年７月・

 前月比１４万円減）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

７月１５日～８月１５日（敬称略）

�������	

���
October

土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

休館日

野木　利三郎 １０，０００円
カトリック那珂教会 １０，０００円
やまびこ音楽教室　第３４回発表会
チャリティー歌謡ショー　
代表　冨山　和信 ３０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

やまびこ音楽教室の皆さん

※住民基本台帳法の改正により、平
成２４年８月１日現在から、外国人
住民も含まれた人口となります

� 今月の納税  �

○国民健康保険税（普通徴収）

 ３期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ３期

納期限：１０月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

������������	

�����

　７月３１日、白土勤弥さん（常陸
大宮市）が、市に３０万円を寄付さ
れました。
　白土さんは、市の発展のために
役立ててほしいと託しました。

�������	
��

�������	

　元菅谷西小学校長の勝山丈夫さ
ん（菅谷）が、瑞宝双光章を受賞
されました。
　勝山さんは、教員を３９年６か月
の永きにわたり務め、児童の教育
のほか、教育環境の整備にご尽力
されました。
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日時／１０月９日（火）１３：００～１７：００
　　　　　２３日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１０月３日（水）、１０日（水）、
　　１７日（水）、２４日（水）、
　　３１日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内） �２９８－８８８１

日時／１０月１９日（金）１３：００～１６：００
場所／市立図書館　展示コーナー
開設相談／国の行政機関などが行って

いる仕事についての苦情や
意見・要望

相談員／行政相談委員
問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

７日　なかむら内科・

 泌尿器科クリニック　（飯田）

� ３５３－２３１０

８日　かぼちゃクリニック （横堀）

�３５２－１１０７

１４日　西山堂慶和病院 （鴻巣）

�２９５－５１２１

２１日　那珂記念クリニック （中台）

�３５３－２８００

２８日　瓜連慶友整形外科 （古徳）

� ２９６－１１１６

■診療時間／９：００～１１：３０

※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

10月の休日当番医

行政相談を開設します

心配ごと相談

　不法投棄は法律で固く禁じられてお
り、不法投棄をした者には５年以下の
懲役、または１千万円以下の罰金（法
人は３億円以下）が科せられます。
不法投棄は、市の美しい自然の景観を
損なうだけでなく、水質汚濁の原因に
もなり、私たちの健康に影響を及ぼし
ます。
　不法投棄は重大な犯罪であり、絶対
に許されない行為です。
問い合わせ／環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

日時／１０月７日（日）　※雨天中止
　　　午前１０時～午後４時
場所／菅谷・宮の池公園通り
主な内容（予定）／

◯茨城弁サミット（茨城の駅弁博覧会）
◯スポーツ鬼ごっこ・カミスガカップ
◯プロレス、腕相撲大会など
主催／カミスガプロジェクト
共催／那珂市・那珂市商工会・那珂市

観光協会
問い合わせ／

カミスガプロジェクト　菊池一俊

�２９５－８３９２

不法投棄は犯罪です

夏空に向かって咲くひまわり夏空に向かって咲くひまわり

第３回「サスガ☆カミスガ」開催
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７
月
１
日
付
け
で
、
園
部
昌
俊
さ
ん
（
下
大
賀
）
と
秋
山
春

男
さ
ん
（
下
江
戸
）
に
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

発
令
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
、
地
域
の

中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守

り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■コメント
　ヘルシー料理にこだわり、油を使わずに
仕上げました。あんかけにすることで、味
も良くなじみ、ボリューム感もあって、
とっても美味しいです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（成人食部会）

平野　久子さん

豆腐入り肉団子のきのこあんかけ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■作り方
①豆腐はクッキングペーパーに包み重しを乗せ水気を切る。ほうれんそ
うは茹で、３～４㎝の長さに切る。

②生しいたけは薄切り、しめじは小房に分け、えのきだけは長さ半分に
切る。

③ボールに豆腐、ひき肉、Ａを入れよく混ぜ、１２個の楕円形にする。蒸
気の上がった蒸し器で７分位蒸す。

④だし汁を温めきのこをＢ内で煮、倍量の水で溶いた片栗粉でとろみを
つける。

⑤皿にほうれんそうをしいて③を盛り④をかける。

■材料（４人分）
　木綿豆腐　 ……………… ４００ｇ
　豚赤身ひき肉　 ………… １２０ｇ
　ほうれんそう　 ………… ３２０ｇ
　生しいたけ ……………… ８０ｇ
　しめじ …………………… ４０ｇ
　えのきだけ ……………… ４０ｇ
　片栗粉 ……… 小さじ１・１／３　

■１人分１６２kcal／塩分１．２ｇ

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
に
対
し
選
挙
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
、
投
票
所

で
選
挙
人
名
簿
の
本
人
照
合
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
手
元
に
な
い
か
ら
と

い
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
受
付
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
、

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

��

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

法
令
で
は
、「
選
挙
期
日
の
公
示
（
告
示
）
日
以
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
選
挙
人
に
投
票
所

入
場
券
を
交
付
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
公

示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら
始
ま
る
期
日
前
投
票
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
す
。
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秋山春男さん 園部昌俊さん

【
任
期
】

平
成　

年
７
月
１
日
〜
平
成　

年
６
月　

日

２４

２７

３０

秘
書
広
聴
課
市
民
相
談
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
７
）

問
い
合
わ
せ

　長ネギ（みじん切り）
　　　　　　　 …………… ２０ｇ
　しょうが汁 ………… 小さじ１
　塩 ………………………… ２ｇ
　酒 ………………… 大さじ１／２
　片栗粉　 ……… 大さじ１・１／３
　だし汁　 ………………… ２４０㏄
　しょうゆ …………… 大さじ１
　みりん ……………… 小さじ２
　赤唐辛子 ………………… 少々

�
�
�
�
�
�
�
�

Ａ

�
�
�
�
��

Ｂ



広報なか９月号１９

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選

こ
の
と
こ
ろ
忙
し
く
言
葉
か
け
ら
れ
ぬ
犬
は 
拗 
ね
て
か
背
を
向
け
い
た
り 

川　

上　

恵
美
子

す

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
胸
元
お
さ
え
降
り
立
ち
ぬ
乳
房
ひ
と
つ
を
失
い
し
友
は 

武　

田　

八
重
子

色
褪
せ
し
ア
ジ
サ
イ
見
れ
ば
思
い
出
す
過
ぎ
し
ロ
マ
ン
は
夢
の
ま
た
ゆ
め 

小　

宅　
　
　

進

朝
採
り
の
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
得
意
気
に
夫
に
見
せ
て
ひ
と
日
始
ま
る 

山　

屋　

勝　

代

稲
の
丈
大
き
く
な
り
て
水
田
の 
面 
に
映
る
太
陽
お
ぼ
ろ 

海　

野　

宏　

幸

お
も
て

い
い 
短  
歌 
が
浮
か
び
く
る
日
も
こ
な
い
日
も
吾
の
大
事
な
一
日
に
あ
り 

大　

森　

勝　

代

う 

た

盆
前
の
大
仏
さ
ま
に
蟻
の
ご
と
僧
達
た
か
る
モ
ッ
プ
片
手
に 

加　

藤　
　
　

要

あ
か
り
消
し
盆
の
満
月
眺
め
て
る
今
宵
オ
オ
カ
ミ
遠
吠
え
は
せ
ず 

梅　

沢　

悦　

子

時
差
に
あ
ら
ず
少
し
ず
ら
し
て
買
物
に
向
か
う
木
陰
の
な
き
炎
天
下 

片　

岡　
　
　

明

瓜
連 

引
田　
　

結
菜 

勝
己

瓜
連 

杉
山　
　

結
郁 

直
樹

東
木
倉 

土
橋　
　

和
生 

忠
孝

菅
谷 

杉
山　
　

未
紗 

優
作

菅
谷 

櫻
井　
　

緋
里 

幹
郎

菅
谷 

堀
江　
　

悠
馬 

歩

竹
ノ
内 

石
井　
　

静
那 

啓
輔

菅
谷 

小
口　
　

穂
乃
夏 

研
二

津
田 

橋
本　
　

茉
耶 

浩
一

福
田 

鈴
木　
　

蒼
海 

良

東
木
倉 

桑
原　
　

慶 

悟

菅
谷 

神�
　
　

徹
平 

博

静 

黒
澤　
　

俊
介　
　

雅
門

瓜
連 

藤
田　
　

望
華 

哲
一

杉 

萩
谷　
　

和
子 

一
雅

菅
谷 

本
間　
　

隆
誠 

寿
雄

菅
谷 

猿
田　
　

晋
太
郎 

邦
彦

杉 

富
永　
　

明
里 

隆
明

福
田 

後
藤　
　

俊
平 

孔
一

後
台 

中
里　
　

有
乃 

祐
司

菅
谷 

重
田　
　

惺
南 

洋

竹
ノ
内 

小
野
瀬　

乃
愛 

周
壱

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

菅
谷 

和
田　
　

光
子 

　

歳
８８

北
酒
出 

照
沼　
　

美
津
江 

　

歳
８７

菅
谷 

宮
田　
　

壽
美
子 

　

歳
８７

本
米
崎 

海
老
澤　

せ
つ 

　

歳
９８

鴻
巣 

大
内　
　

マ
ツ 

　

歳
９５

瓜
連 

大
曽
根　

幸
子 

　

歳
６８

本
米
崎 

佐
々
木　

信
夫 

　

歳
９４

下
江
戸 

飛
田　
　

ア
キ
ノ 

　

歳
９４

門
部 

井
坂　
　

み
い
子 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

梅
原　
　

イ
子 

　

歳
９３

菅
谷 

横
須
賀　

健 

　

歳
８９

豊
喰 

鈴
木　
　

文
治 

　

歳
６９

後
台 

鴨
志
田　

金
造 

　

歳
９０

菅
谷 

根
本　
　

淑
子 

　

歳
７０

瓜
連 

寺
門　
　

清 

　

歳
６３

鴻
巣 

戸
川　
　

ト
リ 

　

歳
８５

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

杉 

檜
山　
　

菜
奈
美 

直
一

杉 

圷　
　
　

菜
ノ
羽 

満
義

菅
谷 

今　
　
　

響
汰
朗 

宏
行

竹
ノ
内 

田
中　
　

そ
よ
風 

純

菅
谷 

�
木　
　

七
海 

隆
文

竹
ノ
内 

柴
田　
　

夢
加 

雅
仁

菅
谷 

平
野　
　

羽
流 

真

菅
谷 

外
岡　
　

大
和 

孝

菅
谷 

中
村　
　

心 

文
昭

菅
谷 

川
越　
　

悠
煌 

真
一

杉 

瀬
谷　
　

壱
心 

悟
史

菅
谷 

齋
藤　
　

有 

郁

瓜
連 

�
林　
　

友
翔 

哲
也

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
	


月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

お
め
で
た

門
部 

山�
　
　
�
枝 

　

歳
９１

福
田 

三
次　
　

英
雄 

　

歳
５９

後
台 

谷
田
部　

貢 

　

歳
５５

本
米
崎 

綿
引　
　

稔 

　

歳
８０

中
台 

後
藤　
　

明
美 

　

歳
４４

後
台 

川
田　
　

宇
之
太
郎 
　

歳
９２

北
酒
出 

鈴
木　
　

博
士 

　

歳
６２

後
台 

鈴
木　
　

進 

　

歳
７１

菅
谷 

根
本　
　

惠
江 

　

歳
７９

門
部 

萩
谷　
　

千
代 

　

歳
９５

菅
谷 

西
村　
　

勝
敏 

　

歳
４８

北
酒
出 

郡
司　
　

東
海
男 

　

歳
８８

津
田 

石
崎　
　

君
代 

　

歳
９３

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み

終
戦
の
記
念
日
猛
暑
真
直
中 

栗　

原　

冨　

久

夕
闇
に
数
な
い
螢
が
灯
を
点
す 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

お
施
餓
鬼
や
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
と
蝉
時
雨 

秋　

野　

三　

峰

ロ
ー
カ
ル
の
海
の
駅
舎
の
夏
終
わ
る 

堀　

口　

泉　

流

 
合  
歓 
の
花
天 
蓋 
に
し
て
川
遊
び 

塙　
　
　

静　

風

ね 

む 

が
い

い
ず
こ
よ
り
い
ず
こ
に
蟻
の
列
無
言 

眞　
�
　

一　

耕

夏
野
菜
温
み
の
ま
ま
に
黄
昏
れ
り 

木　

内　

晴　

絵

日
焼
け
児
の
髪
ま
で
焼
け
て
赤
か
り
し 

長
谷
川　

和
希
子

星
祭
る
星
な
き
空
に
祈
り
こ
め 

栗　

原　

三　

枝

背
の
孫
の
足
で
よ
ろ
こ
ぶ
庭
花
火 

飯　

島　

カ
チ
子

干
拓
史
畦
一
本
に
青
田
風 

鈴　

木　

三　

風

紙
芝
居
学
保
の
子
等
は
汗
の
顔 

井　

坂　

光　

位

台
風
の
進
路
の
懸
念
蝸
牛
遅
 々

堀　

口　

白　

流






